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近年の製鉄プロセスでは、操業条件の厳しい管理が求められ
る難製造性鋼種の生産比率上昇に加えて、省エネルギー化や
CO2を始めとする温室効果ガスの排出量削減が強く求められて
います。このような背景の下で、耐火物は過酷な高温環境で縁
の下の力持ちとして製鉄業を支え続けています。今月のテクノ
スコープ記事では、製鉄プロセスを支える耐火物の技術につい
て紹介されています。特に、大量の耐火物を使用するコークス
炉、加熱炉において、高品質な耐火物とその施工技術の開発無

くして上記の厳しい要求に応えることは難しいことが良く分か
ります。省エネルギー化と温室効果ガス削減の課題は、製鉄業
だけでなく高温プロセスを要する全ての産業で重要な位置付け
にあるため、耐火物技術の発展に対する期待は今後一層高まっ
ていくと予想できます。本記事が会員の皆様にとって、耐火物
に興味を持って学ぶきっかけになることを期待しています。
 （Y.K.）

編  集  後  記
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CLASSIC LINE
遊星型ボールミル

▼

容器がセットされる様子。

“NANO領域”PREMIUM LINE P-7.
明日の遊星型ボールミルはこれだ。

ドイツ フリッチュ社製遊星型ボールミル

P-5/4 P-6 P-7

遊星型ボールミルの
パイオニア

P-4

自転公転比率を
意のままに

フリッチュ社の技術で
容器1個で遊星型に

微量の試料を
対象に

●通常の容器、雰囲気制御容器ともボールも含めて次ぎの材質を御使用いただけます。メノー、アルミナ、ジルコニア、チッカ珪
素、ステンレス、クローム、タングステンカーバイト、プラスッチクポリアミド　●容器のサイズ。500, 250, 80, 45, 12cc。　
●乾式のみならず湿式での粉砕が可能。またISO9001, TUEV,  CE等の国際安全基準をクリアー

premium lineと並んで従来どおりの
遊星型ボールミルトリオも併せて
ご提供いたします。

M/A、エネルギー関連材料、機能性セラミックス、環境リサイクル、電気電子材料等の開発に不可欠な

特色
1. 弊社Classic Line P-7と比べて250％の粉砕パワーUP
 自転 : 公転比率 : 1 : －2． MAX 1,100/2,200rpm
 粉砕エネルギー : MAX 94Ｇ（Classic Line P-7では46Ｇ）
2. 容器を本体に内蔵。
外部に飛び出す危険性は皆無に。

3. 容器のサイズは20, 45, 
 80ccの3種類。
 雰囲気制御容器も多数用意。
4. 容器のセット、取り出しも
極めて容易に。

Ｐ-4, Ｐ-5, Ｐ-6, Ｐ-7

CLASSIC LINE 雰囲気制御容器一例

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください

フリッチュ・ジャパン株式会社 info@fritsch.co.jp　http://www.fritsch.co.jp
本　　　社　〒231-0023 横浜市中区山下町252 Tel（045）641-8550 Fax（045）641-8364
大阪営業所　〒532-0011 大阪市淀川区西中島7-2-7 Tel（06）6390-0520 Fax（06）6390-0521
福岡営業所　〒819-0022 福岡市西区福重5-4-2 Tel（092）707-6131 Fax（092）707-6131

カタログおよび価格表は弊社にお問い合わせください
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AMT Germany社の総販売代理店

AMT-GEGA社製 連鋳用熱間切断装置
ドイツ製乾式安全器、標準型と大容量型

従来の多孔式溶剤ユニット メンテ性に優れた六角ノズルヘッドユニット

SIMAX 5 : 大容量型酸素用 SIMAX 8 : 大容量型酸素用 DEMAX 5 : 大容量型燃料ガス用

LG/GRM/S : 切断酸素用 LG/GRM D : 燃料ガス用 LG/GRM : 加熱酸素用
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